


























































講の ｢英語文献講読｣で ｢読む｣ことを重視 し､大学院


































treesgrowing in mountains,you can produce the
indescribablybeaut血lblushingcolor,shesaid.
Wh enIheardthisstory,Iwasshakenbyamysterious
feeling.Inearlyspring,justbeforeitistoblossom,acherry
treemobilzeseverypartofitsbeing,notjustthepetals
alone,toproduce仇emostincredibleshadeofpink.1¶e
pinkshowingOnthepetalsisthepinkthatissentforthfrom
●
thetrunk,thebarkandthesap.Allpartsofthetreeget
tintedpinkinsprlng,andthepinkpetalSarejustasmalpart
●
ofit.
Ifeelthesamecanbesaidaboutlanguage.Eachword
correspondstoeachpetalofacherryblossom.moughits
colorisnothinglikethatofthesoftpinkpetals,thethick
trunkiswhatrealyproducestheintensepinkthatbursts
forthfrom thecherryblossoms. Weshouldthinkof
languageinthesameway.Onlythenwilwecomecloseto
understandingwhatismeantby"beautifulwords"and
c`orrectwords.'(井上ら,2005)
大岡氏は著名な着物染色家との対談の後､次のように
考える｡ 桜の花の美 しさは､その花びらだけに突如現れ
るものではない｡桜の木は､その力強 くもあ り静謡な淡
いピンク色を発するために､その幹も根も､木のありと
あらゆる部分を打ち震えさせてその色を絞り出している｡
花びらの美しい淡いピンク色とはほど遠い黒い硬い幹が､
本当はその力強いピンクの色を作り出しているのだ､と｡
そしてさらに大岡氏は､言語に関しても同じことが言
えるのではないかと考える｡ すなわち､言葉は決 して自
分の都合のよいように勝手に使ってよい道具ではなく､
それを使う人の全体を背負い､伝えるものなのだ｡あな
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たの口から発せられた言葉は､必然的にあなたがどんな
人なのかを相手に伝えることになる｡だから言語を学び､
それを実際使う人は､学習を通 じて､またそのほかのあ
りとあらゆる経験を通じて､自分を磨き高めていく努力
を怠ってほならないのだ､と｡いくらうわべの言葉だけ
ぺらぺらと上手に喋ったとしてもトそれを発する人の心
がそこにこもっていなければ､相手に対する伝わり方も
上滑りになってしまうものだ｡
授業の最初にこの文章を読むことによって､英語を学
ぶ学生にメッセージを送るとともに､教師自身の言語に
対する態度の戒めにしようと思っている｡看護英語の授
業を始めるにあたり､筆者はこういったことを大岡氏の
エッセーより学び､学生に伝えることにしている｡
RightUseofKnowledge
日本人のエッセーとともに､イギリスで書かれたいか
にも英語らしく正論を正々堂々と述べたような文章も授
業の初めに読んでおきたいものである｡そこで筆者が選
んだのが､サミュエル ･スマイルズ (samuelSmiles)の
F自助論J(Self-Help)である.以下の引用は第11章の
S`e旺Culture'(自己開拓)と題された章のなかに出てくる､
R`ghtUseofKnowledge'(知識の正しい利用)についての
一 節である｡この章では､学校で教わることよりも､自
分で勉強することのほうがはるかによく身につ くという
ことが述べられ､さらに､ただ単に知識を持っているの
ではだめで､それが人生のなかでいつでも活用できるよ
うなかたちで蓄えられていなければならないということ
が力説されている｡では､英語の原文を詳しく見ていこう｡
Itis血eusewemakeof仇epowersentrustedtous,which
constitutesouronlyjustclaimtorespect.Hewhoemploys
hisonetalentarightisasmuchtobehonouredasheto
whomtentalentshavebeengiven.Thereisrealynomore
personalmerita比achingtothepossessionofsuperior
intelectualpowersthanthereisinthesuccessiontoalarge
estate.Howarethosepowersused-howisthatestate
employed? Themindmayaccumulatelargestoresof
knowledgewithoutanyusefulpurpose;buttheknOwledge
mustbealiedtogoodnessandwisdom,andembodiedin
uprightcharacter,elseitisnaught.Pestalozzievenheld
intelectualtrainingbyitselftobepernicious;insistingthat
therootsofalknowledgemuststrikeandfeedinthesoilof
therightly-governedwil.(Smiles,1913)
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我々がまさに尊ぶべきだと考えてよいものは､我々に与
えられた能力をいかに用いたかということだけである｡一
つしかない才能を正しく活用した人は､十の才能を与えら
れた人と同じくらい尊ばれるものだ｡莫大な財産を相続し
たからと言って本人が偉いのではないのと同様､すぐれた
知的能力を授かっていても､何もその本人が偉いわけでは
ない｡授かった能力をどう使うか､相続 した財産をどう使
うか､それが大事なことなのである｡ 何らかの役に立てよ
うという目的もなく､膨大な知識を詰め込むことはできる
かもしれない｡しかし､その知識は､善良なる知と結びつ
いて､高潔な人格を作り上げるのでなけれi封可にもならない｡
ペスタロツチは､知的訓練はそれだけでは有害である､と
すら考えていた｡あらゆる知識の根っこは､正しく制御さ
れた意志の土壌に向かって伸び､そこから栄養をとるので
なければならない､と主張していたのである｡ (拙訳)
ここでスマイルズの言いたいことを､もう少 していね
いに補足説明 しておこう｡スマイルズによれば､どんな
能力をもって生まれるかは神様の決めることであり､か
りに人並みはずれた能力をもって生まれてきたとしても､
そんなことは持ち主の本人にとっては何 も自慢の種にも
ならない｡親から財産を相続 してお金持ちになったから
といって､子どもはそれを自慢できるか? 当然､そんな
ことできるはずがない｡自慢できるのは､どんな能力に
生まれようと､どんな財産をもって生まれようと､それ
を自分の人生のなかでどう用いて､世のため人のために
尽 くしたか､また努力することによって自身がどれだけ
鍛えられて､人間としてどれだけ成長できたかというこ
とだ､というわけである｡
P`owerofhnguage'は授業中その場で訳せても､こち
らになるとそうはいかない｡宿題にして持ち帰らせ､よ
く考えさせることにしている｡この文章は､これから看
護英語を学ぶ人たちに対する強いメッセージが､格調高
い文体の中にぎゅっと詰め込まれているように感じられる｡
おわりに
それぞれの専門分野で使われる英語 という意味での
ESP (EnglishforSpecifchrposes)ということが､今､
英語教育の中で盛んに言われており､｢看護英語｣なる
ものはその典型である｡シラバスに載せたような非常に
実用的な会話の練習がこの授業の中心をなすのは､この
授業が明らかにFSPを目指すからである.それでも一方で､
ESPを支えているものは何か､と考えた時､やはり最初
の授業では言葉の力､英語を学ぶことの意味､そして学
んだことを仕事に人生に活かしていく知恵､というよう
なまさに正論を伝えることが必要ではないかと考える｡
学生に伝えると同時に､教師が自分自身に言い聞かせる
と言った方が良いかもしれない｡学生も教師も常にこの
ことを念頭に置いて､｢看護英語｣の勉強をはじめるこ
とにしている｡
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